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質
問 

市
長
の
国
保
会
計
に
つ

い
て
の
方
針
は
。

市
長　

健
全
経
営
を
目
指
し
、

今
後
と
も
国
・
都
の
補
助
金
、

交
付
金
を
確
保
し
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
を
減
ら
し
て

い
く
。

質
問 

国
民
健
康
保
険
の
運
営

基
金
を
活
用
し
、
引
き
上
げ
を

抑
制
す
る
検
討
は
し
た
の
か
。

市
長　

前
年
度
と
比
べ
て
、
基

金
か
ら
の
繰
入
額
を
５
２
０
０

万
円
増
額
し
、
保
険
税
の
上
昇

を
抑
え
て
い
る
。

　
「
東
久
留
米
市
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
は
、
３
月　

日
の
厚
生

１３

委
員
会
で
審
査
さ
れ
、
３
月　
２７

日
の
本
会
議
に
お
い
て
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
案
は
、
東
久
留
米
市
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
答
申

を
踏
ま
え
、
国
民
健
康
保
険
事

業
運
営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、

　

年
度
分
以
降
の
国
民
健
康
保

２４険
税
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
被
保
険
者
１
人

当
た
り
、
平
均
で
年
間
約
１
８

０
０
円
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま

す
。

【
委
員
会
の
質
疑
か
ら
】

質
問 

多
摩　

市
の
国
民
健
康

２６

保
険
税
（
料
）
の
状
況
は
。

答
弁　
　

年
度
の
実
績
で
は
、

２２

　

市
の
平
均
保
険
税
（
料
）
は

２６年
間
で
７
万
５
２
８
３
円
。
対

し
て
、
当
市
は
７
万
４
３
８
３

円
で
あ
る
。

繰
入
額
の
減
少
と
い
う
見
込
み

に
対
し
差
が
あ
る
こ
と
が
、
３

月　

日
の
予
算
特
別
委
員
会
に

２２
お
け
る
質
疑
に
お
い
て
判
明
し
、

こ
の
差
に
つ
い
て
の
市
側
の
説

明
は
不
十
分
な
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
建
設
委
員
会
で

は
可
決
さ
れ
た
条
例
で
し
た
が
、

３
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

２７

賛
成
な
し
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

の
増
収
見
込
み
は
約
２
千
万
円

で
あ
り
、　

年
間
で　

億
円
の

１０

１０

　

議
案
第　

号
「
東
久
留
米
市

１７

下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
は
東
久
留
米
市
下
水

道
使
用
料
等
検
討
委
員
会
（
平

成　

年
２
月
設
置
）
の
報
告
を

２３
踏
ま
え
、
下
水
道
事
業
の
健
全

経
営
に
向
け
て
、
汚
水
処
理
に

掛
か
る
経
費
に
対
す
る
使
用
料

の
割
合
（
汚
水
処
理
経
費
回
収

率
）
を　

年
度
に　

％
と
な
る

３２

１００

よ
う
下
水
道
使
用
料
な
ら
び
に

減
免
規
定
の
条
例
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

　

平
成　

年
第
４
回
定
例
会
で

２３

提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
成
立
し

な
か
っ
た
た
め
、
前
定
例
会
で

の
質
疑
・
討
論
お
よ
び
検
討
委

員
会
報
告
書
を
検
証
し
、
使
用

料
改
定
率
を　

％
か
ら　

％
、

６.２

４.８

減
免
に
つ
い
て
は
全
額
免
除
を

　

立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
と
し
て

２０い
た
も
の
を
、　

立
方
メ
ー
ト

１０

ル
ま
で
の
使
用
料
の
免
除
と
し
、

平
成　

年
４
月
施
行
を
７
月
施

２４

行
に
改
め
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
書
で
は
現
行
の
使
用
料

を
改
定
し
な
い
場
合
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
は　

年
度
か

２３

ら　

年
度
ま
で
の　

年
間
で
約

３２

１０

　

億
円
に
達
す
る
が
、
改
定
後

６７は
約　

億
円
と
な
り
、
約　

億

５７

１０

円
程
度
の
繰
入
額
が
改
善
さ
れ

る
見
通
し
と
し
て
い
ま
す
。

　

３
月　

日
の
建
設
委
員
会
の

１４

審
査
は
こ
の
報
告
を
前
提
に
進

め
ら
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
議
案
第　

号
平
成

２７

　

年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計

２４予
算
に
お
け
る
下
水
道
使
用
料

　

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
は
３
月
１
日
か
ら　

日
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
平
成　

２４

２７

２４

年
度
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案　

件
、
議
員
提
出
議
案　

件
（
意
見
書
案
８
件
・
決

３８

１１

議
案
３
件
）、
請
願　

件
を
審
議
し
ま
し
た
。

２６

　

平
成　

年
第
１
回
臨
時
会
は
３
月　

日
に
開
催
さ
れ
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
暫

２４

２９

２４

定
予
算
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
暫
定
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

議
案
等
の
審
議
結
果
は
８
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平成２４年度一般会平成２４年度一般会計計・・下水道会計予算否決下水道会計予算否決

　
「
東
久
留
米
市
介
護
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

は
、
３
月　

日
の
厚
生
委
員
会

１３

で
審
査
さ
れ
、
３
月　

日
の
本

２７

会
議
に
お
い
て
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
案
は
、　

年
度
か
ら　

年

２４

２６

度
ま
で
を
事
業
期
間
と
す
る
第

５
期
東
久
留
米
市
介
護
保
険
事

業
計
画
の
策
定
に
伴
い
、
第
１

号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
を

改
定
す
る
も
の
で
す
。
介
護
保

険
料
の
基
準
月
額
は
第
４
期
事

業
計
画
時
か
ら　

円
上
が
り
、

６００

４
２
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

【
委
員
会
の
質
疑
か
ら
】

質
問 

保
険
料
の
改
定
に
つ
い

て
、
陰
上
昇
要
因
は
何
か
、
隠

上
昇
を
抑
え
る
対
策
な
ど
、
配

慮
し
た
点
は
。

答
弁　

陰
高
齢
化
の
進
展
に
よ

る
給
付
費
の
増
加
、
介
護
従
事

者
の
処
遇
改
善
を
目
的
と
す
る

介
護
報
酬
の
増
額
、
地
域
区
分

の
見
直
し
に
よ
る
地
域
単
価
の

加
算
率
の
上
昇
で
あ
る
。
隠
都

か
ら
交
付
さ
れ
た
財
政
安
定
化

基
金
交
付
金
約
５
３
０
０
万
円
、

市
が
保
有
す
る
介
護
給
付
費
準

備
基
金
約
３
億
６
０
０
０
万
円

を
上
昇
抑
制
に
充
て
る
。
き
め

細
や
か
な
応
能
負
担
を
実
現
す

る
た
め
保
険
料
率
の
区
分
を
、

現
行
の
９
段
階
か
ら　

段
階
に

１３

細
分
化
し
て
い
る
。

質
問 

取
り
崩
し
後
の
介
護
給

付
費
準
備
基
金
の
残
高
は
１
億

円
で
あ
る
が
、
こ
の
額
を
残
し

た
理
由
は
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算

２４

案
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
・

下
水
道
事
業
の
４
特
別
会
計
予

算
案
は
予
算
特
別
委
員
会
（
３

月　

・　

・　

・　

日
の
４
日

１６

１９

２１

２２

間
）
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　　

日
の
予
算
特
別
委
員
会
で

２２は
、
一
般
会
計
予
算
案
に
対
し

組
み
替
え
を
求
め
る
動
議
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数

で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

原
案
を
採
決
し
た
結
果
、
一
般

会
計
予
算
案
は
賛
成
少
数
、
下

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
案
は

賛
成
な
し
で
否
決
、
そ
の
他
の

特
別
会
計
予
算
案
は
賛
成
多
数

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。　

日
の
本
会
議
最
終
日

２７

で
は
、
各
会
派
に
よ
る
討
論

（
予
算
に
対
す
る
意
見
表
明
）

が
行
わ
れ
た
後
、
採
決
し
た
と

こ
ろ
、
委
員
会
と
同
様
の
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
お
よ
び
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算
案
が
否
決
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
、　

日
に

２９

平
成　

年
第
１
回
臨
時
会
が
開

２４

催
さ
れ
、
市
長
よ
り
４
月
か
ら

６
月
ま
で
の
３
カ
月
分
の
暫
定

予
算
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
へ
の
付
託
を
省
略
し
、

本
会
議
で
審
議
し
た
結
果
、
一

般
会
計
暫
定
予
算
案
は
賛
成
多

数
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
暫

定
予
算
案
は
全
員
賛
成
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会
で
の
歳
出

を
中
心
と
し
た
質
疑
、
臨
時
会

で
の
暫
定
予
算
案
に
対
す
る
質

疑
、
各
会
派
の
予
算
案
に
対
す

る
意
見
表
明
の
あ
ら
ま
し
は
３

面
か
ら
５
面
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

市
長
の
施
政
方
針
に
対
す
る
総
括
代
表
質
問
‥
‥
‥
２
面

平
成　

年
度
の
予
算
審
査
‥
‥
‥
‥
‥
‥
３
・
４
・
５
面

２４

予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見
表
明
‥
３
・
４
・
５
面

一
般
質
問
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
６
・
７
面

議
案
・
請
願
審
議
結
果
、
意
見
書
な
ど
‥
‥
‥
‥
‥
８
面

たくさんの思い出いっぱいありがとう　旧第四小学校の校庭（＝４月１０日撮影）
　

定
例
会
最
終
日
の
３
月　

日
２７

の
本
会
議
に
お
い
て
、
市
長
か

ら
陳
謝
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

発
言
の
全
文
は
次
の
通
り
で
す
。

　

平
成　

年
第
１
回
市
議
会
定

２４

例
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
案
第

　

号
東
久
留
米
市
下
水
道
条
例

１７の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
関

し
て
の
説
明
と
、
議
案
第　

号
２７

平
成　

年
度
東
久
留
米
市
下
水

２４

道
事
業
特
別
会
計
予
算
審
議
で

の
説
明
に 
齟  
齬 
を
来
し
た
こ
と

そ 

ご

に
よ
り
、
議
会
審
議
に
多
大
な

ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し

た
。

　

提
案
者
と
し
て
の
責
任
を
重

く
受
け
止
め
、
こ
こ
に
重
ね
て

お
わ
び
を
申
し
上
げ
、
市
議
会

な
ら
び
に
市
民
の
皆
様
に
衷
心

よ
り
陳
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
東
久
留
米
市
特
別
職
の
給

料
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、
市

長
陳
謝
で
述
べ
た
内
容
に
つ
い

て
自
ら
の
責
任
を
明
ら
か
に
す

る
と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
の
付
託
を
省
略
し
、
３

月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
審

２７
議
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
案
は
、
同
条
例
に
定
め
る

市
長
の
給
料
の
平
成　

年
４
月

２４

お
よ
び
５
月
分
月
額
を　

％
に

５０

減
額
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

答
弁　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
予

定
外
の
進
出
、
計
画
を
上
回
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入

所
利
用
者
の
増
な
ど
、
当
初
計

画
で
は
予
測
が
困
難
な
事
態
に

備
え
る
た
め
で
あ
る
。

平平
成成　

年
度
予
算
審
査
に
活
発
な
議

年
度
予
算
審
査
に
活
発
な
議
論論

２４２４

国
民
健
康
保
険
税
条
例

国
民
健
康
保
険
税
条
例
のの

一

部

改

正

を

可

一

部

改

正

を

可

決決

市
長
の
給
料
減
額
条
例
可

市
長
の
給
料
減
額
条
例
可
決決

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
を
可

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
を
可
決決

３カ月の暫定予算へ

今 号 の
内容案内

東久留米市長馬場一彦君に対する
辞職勧告決議を賛成多数で可決

　決議文（要旨）
　平成２４年度東久留米市一般会計予算が、賛成６、反対１５で否決された。
　市長就任以降提出された予算は、２２年度・２３年度に続き、３年連続で否決さ
れたことになる。２４年度は馬場市長にとって任期の折り返しであり、本来な
らば、公約や政策の実現に向けて見通しを立てなくてはならない時期である。
　しかし、大型商業施設の誘導に関して市民参加での見直しから、誘導推進
への方針転換、コミュニティバスの実験運行断念など、市長の公約違反は明
らかである。
　公約違反以外でも、大型商業施設の誘導に方針転換した代わりに地域貢献
施設の検討を実施したものの、市民から要望のあった情報発信施設は市側の
都合で断念するなど、その政策のブレや言動の不一致で非難を浴びている。
市民のみならず行政内部も混乱させているのが現状だ。
　馬場市長の政治姿勢が市政の混乱を招いていることは明らかである。
　東久留米市は今後、上の原地域の企業等の誘導など大きな事業を成し遂げ
なければならず、大きな転換期にある。このような大事な時期に市政の混乱
を招いている馬場市長を認めるわけにはいかない。
　よって、東久留米市議会は、東久留米市長馬場一彦君に対し、その職を辞
することを勧告するものである。
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